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ファインバブルを用いた環境負荷低減型洗浄技術の開発 
～ ケミカルフリー洗浄を目指して ～

●キーワード● マイクロバブル、ウルトラファインバブル、洗浄、ケミカルフリー

　近年、粒径が100マイクロメートル以下の微細気泡で
あるファインバブル（MB）が注目を集めています。本研
究では、その中でも粒径1マイクロメートル以下のウル
トラファインバブル（UFB）を用いた環境負荷低減型

（ケミカルフリー）の洗浄技術（特に、布洗浄、野菜洗浄）
について研究を行っています。

　特に、流体工学的な観点による洗浄時の機械的作用に
着目し、交番流式洗浄とウルトラファインバブルの相乗
効果による洗浄効果を検討しています。

Ushida et al., Journal of Surfactants and Detergents, Vol. 15, No. 6, pp. 695-702, (2012.11).
Ushida et al., Tenside Surfactants Detergents, Vol. 50, No. 5, pp. 332-338,(2013.9).
Ushida et al., Journal of Food Engineering, Vol. 206, pp. 48-56, (2017.8).

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　洗浄は、日常生活から工業上のあらゆる分野に波
及する工程です。本研究室では、流体工学的な視点に
基づいた研究を進めています。

・洗浄に関する分野なら分野を問いません。
・新潟県や新潟市などの官も交えた発展を希望して
　います。

関連する知的財産
論文 等

洗浄率に対するポンプ流量の関係（UFBの洗浄効果）

試験流体に対する一般生菌数調査（UFBによる除菌効果）

交番流式洗浄装置（野菜洗浄の例）

＊交番流とは、強い機械的作用を有する洗浄手法

専門分野 流体工学、非ニュートン流体力学、環境負荷低減技術、微細気泡技術熱工学研究室

http://mu-koba.
eng.niigata-u.ac.jp

多孔質構造における 
ふく射・伝導・対流熱伝達メカニズムの解明

●キーワード● 多孔質構造、集光型太陽熱利用、伝熱メカニズム、数値シミュレーション

　多孔質のような複雑構造表面における熱ふく射の入
射・反射・再放射、多孔質固体部に吸収された熱の伝導に
よる移動、さらに熱媒の流れによる対流熱伝達の複合伝
熱問題を対象とします。この応用例として、集光型太陽
熱利用における多孔質レシーバ/リアクターが挙げられ
ます。多孔質構造のCTスキャン画像から再構築した3次
元構造を数値シミュレーションへと取り込みます。連成
数値シミュレーションによって、多孔質構造でのエネル
ギー収支や伝熱メカニズムを明らかにします。

Nakakura et al., Solar Energy, Vol. 170, (2018), pp. 606-617.
Nakakura et al., International Journal of Heat and Mass Transfer, Vol. 137, (2019), pp. 1027-1040.
Kawasaki et al., Journal of Thermal Science and Technology, Vol. 15, No. 2, (2020), JTST0018

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　多孔質焼成からそれを取り込んだふく射-伝導-対
流熱伝達の連成数値解析まで可能です。
　本研究室では、基礎研究による現象の解明と製品
開発への応用を目指しています。

・多孔質構造を扱う産業/研究
・伝熱現象のコントロールに関連する産業/研究
・集光型太陽熱利用に関連する産業/研究

関連する知的財産
論文 等

実在多孔質構造の数値シミュレーションへの適用

多孔質構造による空気集熱量と反射・透過・熱放射損失の割合

自然科学系 教授

松原  幸治
 MATSUBARA Koji

自然科学系 助教

中倉  満帆
 NAKAKURA Mitsuho

専門分野 熱工学、伝熱工学、エネルギー変換工学

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 2-22-1


